
様式２ 

生産行程管理業務規程 

                         作成日：平成２７年６月１日 

更新日：令和４年１０月１８日 

１．作成者 

 住所（フリガナ）：（〒６３３－０００１） 

            奈良県
ナ ラ ケ ン

桜井市
サ ク ラ イ シ

大字
オオアザ

三輪
ミ ワ

３３４－６ 

 名称（フリガナ）： 奈良県
ナ ラ ケ ン

三輪
ミ ワ

素麺
ソウメン

工業
コウギョウ

協同
キョウドウ

組合
クミアイ

 

  代表者（管理人）の氏名及び役職：代表理事 小西 幸夫 

 ウェブサイトのアドレス：http://www.miwasoumen-kumiai.com 

 

２．農林水産物等の区分 

 区分名：第五類 農産加工品類 

 区分に属する農林水産物等：穀物類加工品類（そうめん類） 

 

３．農林水産物等の名称 

 名称（フリガナ）：三輪素麺（ミワソウメン）、Miwa Somen 

 

４．明細書の変更 

  奈良県三輪素麺工業協同組合は、法第１６条第１項の変更の登録を受けたときは、 

 当該変更の登録に係る明細書の変更を行うものとする。 

 

５．明細書適合性の確認 

（１）原料の確認 

   小麦粉については、奈良県三輪素麺工業協同組合が一元的に管理しており、当該 

  組合員からの申込を受けて、同組合が指定するランク別に適合した小麦粉を販売する 

  とともに、その内容について販売管理システムに登録し、「小麦粉売上伝票の受領書」

を印刷、保管する。また、毎年同組合が指定する生産開始時期より順次、同組合の理

事長が指名する検査員が、同記録と照らし合わせて、当該組合員が規定の小麦粉と小

麦粉以外の原料を使用しているか否かを生産現場で確認し、その結果を「生産工程及

び規定小麦粉等使用確認表」に記録し、同組合にて保管する。 

（２）生産方法の確認 

   奈良県三輪素麺工業協同組合では、年１回以上、実施する組合員の製造工場の立入

検査の際に、同組合の理事長が指名する検査員が、全工程が明細書６に従った生産が

行われているかを確認する。なお、万一、生産方法が遵守されていないことが疑われ

る場合には、当該組合員に対して生産方法の改善に向けた具体的な指導を行う。その



結果を「生産工程及び規定小麦粉等使用確認表」に記録し、同組合にて保管する。 

（３）最終製品の確認 

   奈良県三輪素麺工業協同組合は、当該組合員の工場、倉庫、その他の場所に、同 

  組合の理事長が指名する検査員が出向いて、明細書６（３）の麺線に合致している 

  か否かについて、数点無作為にサンプルを抽出し、重さ１０ｇの本数を手で数える検

査を実施し確認する。当該組合員がその製品の検査を受けた結果、製品として合格し

たものについては、同検査員から組合員に検査合格証章を交付し、組合員が製品に添

付する。なお、最終製品としてのタンパク質量９.５％以上の確認について、毎年１回、

全組合員の中から１名以上を選定して麺線 5 束(１束５０ｇ)程度を抽出し、栄養成分

分析機関に検査を委託し、その際に発行される検査報告書を同組合が確認し保管する。 

 

６．明細書適合性の指導 

（１）生産方法について 

   奈良県三輪素麺工業協同組合は、明細書６に従った生産が実施されていない場合に

は、当該組合員に対し、警告を発し、是正を求める。なお、警告を受けたにもかかわ

らずこれに従わない場合には、同組合は当該組合員について、小麦粉の配付を停止す

ることもできるものとする。 

（２）最終製品について 

  奈良県三輪素麺工業協同組合は、最終製品の基準を満たさない素麺については、地

理的表示である「三輪素麺」および登録標章を付した状態で出荷しない。組合員自ら

が出荷する場合においては、後述 8 記載の指導方法に基づき指導を行うとともに、出

荷することを認めない。 

 

７．地理的表示等の使用の確認 

（１）奈良県三輪素麺工業協同組合は、前記５（３）の確認の際に、原料・生産方法・ 

   最終製品の各基準をいずれも満たし、検査合格証章が交付された製品にのみ、組合

員が地理的表示である「三輪素麺」および登録標章を付しているか否かを確認する。

一方、当該組合員が直接販売する製品については、当該組合員自身が地理的表示で

ある「三輪素麺」および登録標章の使用実績を「三輪素麺証票及びＧＩマーク在庫

報告書」を、当該年の８月３１日までに同組合宛に提出し、同組合が確認し保管す

る。 

（２）奈良県三輪素麺工業協同組合は、前記５（３）の確認の際に、以下の素麺があるか 

   否かを確認する。 

  ①原料・生産方法・最終製品の各基準のいずれかを満たしていない素麺であるにもか

かわらず、地理的表示である「三輪素麺」および登録標章が使用されている素麺 

  ②地理的表示である「三輪素麺」のみが使用されている素麺 

  ③登録標章のみが使用されている素麺 

 



８．地理的表示等の使用の指導 

  奈良県三輪素麺工業協同組合は、前記５（３）の確認及び「ＧＩマーク使用報告書」

の確認の際に、以下の場合に該当する場合は、当該組合員に対し、警告を発し是正を求

めるとともに、当該製品については返品することとする。なお、警告を受けたにもかか

わらずこれに従わない場合には、同組合は当該組合員について、地理的表示である「三

輪素麺」および登録標章の使用を禁止することもできるものとする。 

  ① 原料・生産方法・最終製品の各基準のいずれかを満たしていない素麺であるにも 

    かかわらず、地理的表示である「三輪素麺」および登録標章を使用した場合 

  ② 地理的表示である「三輪素麺」のみを使用している場合 

  ③ 登録標章のみを使用している場合 

 

９．実績報告書の作成等 

  奈良県三輪素麺工業協同組合は、９月１日から翌年８月３１日までを一年度として、 

 年度終了後１か月以内に、以下の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

（１）特定農林水産物等審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成 

   した生産行程管理業務実績報告書 

（２）生産行程管理業務の対応実績が分かる資料として、以下の資料 

  ①奈良県三輪素麺工業協同組合から当該組合員への「素麺数量引受書」に基づき作成

した「素麺数量引受書一覧表」 

  ②奈良県三輪素麺工業協同組合で保管する「小麦粉販売記録一覧表」、 

「生産工程及び規定小麦粉等使用確認一覧表」、「検査報告書」、「ＧＩマーク使用記録

一覧表」 

（３）提出時における最新の明細書 

（４）提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10．実績報告書等の保存 

奈良県三輪素麺工業協同組合は、農林水産省に提出した前記９の書類に加え、以下の

書類を、同組合の事務所に、その提出の日から５年間、保存するものとする。 

「素麺数量引受書」、「小麦粉売上伝票の受領書」、「生産工程及び規定小麦粉等使用確認

表」、「検査報告書」、「三輪素麺証票及びＧＩマーク在庫報告書」 

 

11．連絡先 

  

  

   

  

  

  



生産行程管理業務規程 

 

作成日:平成 27 年６月１日 

更新日:令和７年４月 18 日 

 

１．作成者 

住所（フリガナ）：（〒633-0074）奈良県桜井市大字芝 322-２ 

（ナラケンサクライシオオアザシバ 322—２） 

名称（フリガナ）： 奈良県三輪素麺販売協議会 

（ナラケンミワソウメンハンバイキョウギカイ） 

代表者（管理人）の氏名：会長 池田 利一 

 

２．農林水産物等の区分 

区分名：第５類 農産加工品類 

区分に属する農林水産物等：穀物類加工品類（そうめん類） 

 

３．農林水産物等の名称 

名称（フリガナ）：三輪素麺（ミワソウメン）、Miwa Somen 

 

４．明細書の変更 

奈良県三輪素麺販売協議会は、法第 16 条第１項の変更の登録を受けたときは、当該変

更の登録に係る明細書の変更を行うものとする。 

 

５．明細書適合性の確認 

（１）原料の確認 

使用する小麦粉について、奈良県三輪素麺販売協議会が会員の過半数の参加により、

毎年２月から３月にかけて実施する会員各社の生産工場の立入検査の際に、同協議会

の会長が指名する検査員が、小麦粉製品規格と同等以上の品質の小麦粉および小麦粉

以外の原料を使用しているか否かを確認し、その結果を「基準小麦粉等使用状況及び

最終製品確認表」（別紙Ⅰ参照）に記録し、同協議会事務局にて保管する。 

（２）生産方法の確認 

奈良県三輪素麺販売協議会は、会員の過半数の参加により、毎年２月から３月にか

けて実施する会員各社の生産工場の立入検査の際に、同協議会の会長が指名する検査

員が、「生産工程確認表及び指導記録表」（別紙Ⅱ参照）に基づき、全工程が明細書６

に従った生産が行われているかを確認する。なお、万一、生産方法が遵守されていな

いことが疑われる場合には、これ以外にも臨時に当該工場の検査を実施する。 

（３）最終製品の確認 

奈良県三輪素麺販売協議会は、会員の過半数の参加により、毎年２月から３月にか

けて実施する会員各社の生産工場の立入検査の際に、同協議会の会長が指名する検査

員が、明細書６（３）の麺線に合致しているか否かについて、数点無作為にサンプル



を抽出し、重さ 10ｇの本数を手で数える検査を実施し確認する。一方、最終製品とし

てのタンパク質量 9.5％以上の確認については、毎年１回、協議会が定める時期に会

員企業全社のサンプリング検査を栄養成分分析機関に委託し、その際に発行される検

査報告書を同協議会事務局が確認し保管する。 

 

６．明細書適合性の指導 

（１）生産方法について 

奈良県三輪素麺販売協議会は、明細書６に従った生産が実施されていない場合には、

当該会員に対し、警告を発し、是正を求める。なお、警告を受けたにもかかわらずこ

れに従わない場合には、同協議会は当該会員について、同協議会の活動への参加を停

止することもできるものとする。 

（２）最終製品について 

奈良県三輪素麺販売協議会は、最終製品の基準を満たさない素麺については、当該

会員に対し後記８記載の指導方法に基づき指導を行うとともに、地理的表示である「三

輪素麺」および登録標章を付し出荷することを認めない。 

 

７．地理的表示等の使用の確認 

（１）奈良県三輪素麺販売協議会は、前記５（３）の確認の際に、原料・生産方法・最終

製品の各基準をいずれも満たしている素麺についてのみ、当該会員が製品にした段階

で付した地理的表示である「三輪素麺」および登録標章が適正に使用されているか否

かを確認する。この際、地理的表示である「三輪素麺」および登録標章を使用してい

る者、およびこれらの使用がされているものについても確認する。また、当該会員自

身が地理的表示である「三輪素麺」および登録標章の使用実績を「ＧＩマーク使用報

告書」（別紙Ⅳ参照）に記録し、当該年の 12 月 31 日までに同協議会事務局宛提出し、

同協議会事務局が確認し保管する。なお、同協議会が上記提出期限以外においても、

必要に応じ「ＧＩマーク使用報告書」を確認する事がある。 

（２）奈良県三輪素麺販売協議会は、前記５（３）の確認の際に、以下の素麺があるか否

かを確認する。 

① 原料・生産方法・最終製品の各基準のいずれかを満たしていない素麺であるにも

かかわらず、地理的表示である「三輪素麺」および登録標章が使用されている素麺 

② 地理的表示である「三輪素麺」のみが使用されている素麺 

③ 登録標章のみが使用されている素麺 

 

８．地理的表示等の使用の指導 

奈良県三輪素麺販売協議会は、前記５（３）の確認及び「ＧＩマーク使用報告書」の

確認の際に、以下の場合に該当する場合は、当該会員に対し、警告を発し是正を求め、

当該製品については、地理的表示である「三輪素麺」および登録商標を付し出荷するこ

とを認めない。なお、警告を受けたにもかかわらずこれに従わない場合には、同協議会

は当該会員について、地理的表示である「三輪素麺」および登録標章の使用を禁止する

こともできるものとする。 



① 原料・生産方法・最終製品の各基準のいずれかを満たしていない素麺であるにも

かかわらず、地理的表示である「三輪素麺」および登録標章を使用した場合 

② 地理的表示である「三輪素麺」のみを使用している場合 

③ 登録標章のみを使用している場合 

 

９．実績報告書の作成等 

奈良県三輪素麺販売協議会は、１月１日から 12 月 31 日までを一年度として、年度終

了後１か月以内に、以下の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

（１）特定農林水産物等審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成し

た生産行程管理業務実績報告書 

（２）生産行程管理業務の対応実績が分かる資料として、奈良県三輪素麺販売協議会で保

管する「基準小麦粉等使用状況及び最終製品確認一覧表」、「生産工程確認表及び指導

記録一覧表」、「乾めんの栄養成分分析証明書」、「ＧＩマーク使用記録簿」 

（３）提出時における最新の明細書 

（４）提出時における最新の生産行程管理業務規程 

 

10．実績報告書等の保存 

奈良県三輪素麺販売協議会は、農林水産省に提出した前記９の書類に加え、以下の書

類を、同協議会の事務局に、その提出の日から５年間、保存するものとする。 

「基準小麦粉等使用状況及び最終製品確認表」、「生産工程確認表及び指導記録表」、 

「ＧＩマーク使用報告書」 

 

 

 

 

   

  

 




